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平成22年度「独創性のある生命科学研究」個別研究課題

図２ラット精液、精蕊および精子におけるＨ202消

去活性

1）精子における活性酸素消去機構の解析

研究代表者春見達郎

細胞は進化の過程でミトコンドリアを獲得し、ミ

トコンドリアを細胞内小器官として保持することに

よって呼吸をおこない、効率的にＡＴＰを合成してい

る。しかし、一方で、ミトコンドリアでは、酸素を取

り込むことで活性酸素種（ROS）が生じる。ＲＯＳは、

近年、低濃度では細胞間情報伝達分子として働くこと

も知られているが、その負の作用として脂質の酸化や

DNAの障害を引き起こす毒性を持ち、老化や疾患な

どの原因の一つとして考えられている。一般の細胞内

では細胞質に存在する種々の活性酸素消去酵素系が働

き、ＲＯＳがミトコンドリアの周辺で分解され、核な

どに到達しない機構が存在する。一方、受精を行う精

子は、卵や他の細胞と異なり、細胞質をほとんど持た

ないが、ミトコンドリアを核の隣の中片に持ち、活発

に呼吸して鞭毛運動を行う。本研究では、精子は発生

したＲＯＳをどのように代謝しているのかを調べたｏ

ＨＴＦ培養液にけん濁したラット精子をROS検出蛍

光プローブで観察すると、けん濁直後の活発に遊泳し

ている精子では精子中片にＲＯＳが検出されるのに対

して、けん濁24時間後にその動きを止めた精子にお

いては、精子全体にＲＯＳが検出された（図１)。この

結果から、精子の遊泳時にはＲＯＳはミトコンドリア

の存在する精子中片で発生していることが明らかに

なった。

精子において、発生したＲＯＳをどのようにして消

去しているのかを調べるため、ＲＯＳの一つである過

酸化水素（H2O2）を精子けん濁液に加え、その代謝

量を測定した。１０７精子／ｍｌの濃度の精子けん濁液

にlmMという高濃度のH202を加えたところ、１５分

以内にH202は完全に消去された。lmMH202は一般
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図１ラット精子の遊泳時（けん濁２時間後)、およ

び遊泳停止後（24時間後）のROS検出プロー

ブ（DCHF）による染色
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図３ラット精蕊のＨ202消去活性におよぼすカタラーゼ

阻害剤(3-amino-l,2,4-triazole:ATZ）の効果

で

全

一十一一も

９

一一★一

●

６０3０

些
幅

ncubatlorlTIme（ｍＩｎ１




